　　
　平成２６年度　　　不二の里森福祉会　事業報告
　　　
法人活動報告

１、　理事会と評議員会の開催（年間を通じて開催）
理事会　３　回　　　評議員会　３　回　開催

２、　法人役員　　理事６名　　評議員　１３名

3、 　主な決議事項

(1) H25年度事業報告、収支決算報告を承認
(2) 補正予算（第1次、第2次）
(3) H26年度事業計画、予算を承認
4、 当法人内部監査　（平成２６年度分）５月１３日実施

事業活動報告　
Ⅰ　障害福祉サービス事業所けやき園　事業別実績内容
１．利用者数

　・多機能型　定員３０名（生活介護８名　就労移行支援６名　就労継続支援Ｂ型１６名）
　　・Ｈ２7．３．３１時点の契約人数　計２７名
　　　　　生活介護　　　　…　６名　

　　　　　就労移行支援　　…　４名
　　　　　就労継続支援Ｂ型…　１７名
　　課題：　27年4月現在、就労移行にふじざくら支援学校から2名とけやきハウスから1名の合わせて３名が入所。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　２７年度中に就労移行２年の期限を迎える利用者がいるので就労継続支援に移動していただく。
　　　　　　区分の見直しで就労継続支援から生活介護に移動していただく利用者が１名いらっしゃる。
　　　　　　これらを踏まえても未だ、定員には余裕があるので、関係諸機関と協力のもと増員を計る。

　　　　　　
２．職員体制　　　14名
管理者１名　　事務長１名　　　サービス管理責任者１名　　　　　

生活介護　…生活支援員３名（常勤・専従、常勤・兼務）　看護師1名（週２日）　医師1名（嘱託）

　　　　生活介護サービス費(一)　　人員配置体制加算(Ⅲ)2.5:1　　　福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)

就労継続支援Ｂ型…職業指導員１名（常勤・兼務）　生活支援員２名（常勤・兼務）
　　　　就労継続支援Ｂ型サービス費(Ⅰ)7.5:1　　　　福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)
就労移行　…職業指導員1名（常勤・兼務）　　生活支援員1名（非常勤・兼務）　　就労支援員1名（
常勤・兼務）　　就労移行サービス費（Ⅰ）　福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)
職員の退職に伴い2名欠員状態が続いたが、９月１５日をより充足すことができた。
同日、事務長も産休より復職した。

３．日課
　　　８：３０～　９：００　　送迎　　自主・送迎車による富士北麓地域送迎

　　　９：００～　９：２０　　出勤（手洗い・出勤簿・仕事の準備）
　　　９：２０～　９：３０　　朝の会（当番司会）
　　　９：３０～１２：３０　　活動・就労（休憩15分）
　　１２：３０～１３：４５　　昼食・歯磨き・休憩・体操　　

　　１３：４５～１５：３０　　生産・就労、制作活動（休憩15分）
　　１５：３０～１５：５０　　清掃、　　
１５：５０～１６：００　　終わりの会（当番司会）
　　１６：００～１７：００　　送迎　　自主・送迎車による富士北麓地域送迎
４．作業体制

（１）調理作業とレストランの営業、弁当作り配達
①ちびっこランチを調理し、市立病院保育室・ウブントｳ・ビーンズ・森の幼稚園に配達 しております。1－3歳児に安心して食べやすく小さく切って提供しています。武藤農法の無農薬玄米やソイミート（乾燥大豆）を使ってほしいという注文に応じ忍野まで配達をしております。
②ランチ作り・接客・配達：1か月ごとのメニューを基に、ランチコーヒー付きで500円のレストラン
を営業。利用者が飲み物の注文を聞いたり、レジ係をしています。家族会などに利用されております。
③お弁当の注文を受け、障害者の方や支援学校､昭和大学、内職先などから注文を受けて配達したり、高齢者の居場所としての「ふじみサロン」に月２～３回配達しています。
＊有機野菜の利用…とうもろこし、さつまいもなどを栽培しパンの具にしたりスープに利用したり、庭に生えた竹の子を調理して提供しました。
（２）パン製造・販売
　　①午前中は、生地や丸め、発酵、具材を入れるなどの一連の工程を学び、職員と一緒にパンを焼いた。午後からパンの種類をシートに書いたり、パンの袋詰めや、計量などの作業を行っている。
②市役所や町役場、施設などの関係機関からの注文を受け出張販売を行った。クリスマスには
　ケーキやシュトーレンの注文を受けて、配達を行った。

（３）味噌作り・大豆の販売
①大豆は畑を借りて無農薬で栽培しており、収穫している。殻取りは大豆脱穀機を使い、大豆の選別も利用者さんが作業で行っている。
②味噌作りは職員の退職に伴い中断していたが、１０月から再開した。麹作りには自動製麹機を使い、さらに麹室にエアコンをつけるなどして、温度管理が難しく、コツをつかむには職人芸が必要であった麹作りが、今は安定して、安全な無添加味噌作りができている。
③1年ねかせて熟成させてから、手作りみそを販売している。
　富士吉田道の駅や河口湖自然生活館（販売不振のため６月を持って契約終了。）に味噌等を置いて販売委託しる。
④自宅での味噌作りや、最近流行の塩麹作りのために生大豆や麹を購入していく方もいる。

（４）おかし製造販売

　　①焼菓子を中心に、レシピを見ながら計量、混ぜ、型に流すなどの一連の工程を利用者と一緒に行っている。シフォンケーキ、おからボール、けやきの木、けやきクッキー、アメなどを作っている。

②バレンタインデーやホワイトデー、クリスマスなどの日には注文を取って、配達をした。ラッピングやラベルなども工夫して努力しているが、今後も一般に通用するように考えて行きたい。

（５）受託作業
①ＤＶＤバラシ作業…DVDの表紙、中のCD,広告をはがして、ケースを再利用するようできるようにばらす作業。比較的重度の利用者でも可能な作業で、利用者が好きな作業となっている。
②忍野村にある東京の会社の菓子箱のラベル張り。
③新たな仕事として、都留の会社より受託した自動車部品の組み立て。
④同じく富士吉田の会社より受けた電子部品の組み立て。③④のような作業は①同様に利用者に好まれる。
（６）畑作業

　　①畑を6か所借りて大豆やとうもろこし、いも類などを作っている。大豆は連作を嫌うため２～３年で畑を替えている。

　　②草取りや収穫、脱穀など支援員と利用者がしている。
（７）市指定ゴミ袋販売

市指定ゴミ袋をショップに置いて、地域近隣の方に販売している。
（８）クロネコヤマト宅配便仕分け作業。
　　４月より火曜日から金曜日の１４時から１７時の契約でヤマト運輸松山宅急便センターで、職員１名
　　付き添いのもと、日替わりで２人の利用者が宅配便の仕分け作業をしていた。１０月末で終了。
（９）地域の行事への出店・参加　　　　
富士吉田道の駅や富士河口湖町自然生活館（販売不振にともない６月で契約解除。）に味噌やおからボールを置いてもらい販売している。
　①4/13　　　　　　　 さくら祭り　　　　　　　　　　　（けやき園）

　　②4/29               看護学校春和祭　　　　　　　　　（市看護学校）
　　③6/28                 　太陽の集い　　　　　　　　　　（ヨハネ学園体育館）
    ④7/13               ふじみサロンいきいき夏祭り       (ふじみサロン)
　　⑤7/26               市民夏祭り　　　　　　　　　　　（山梨中央銀行吉田支店駐車場）
　 ⑦9/6             　　下水道祭り　　　　　　　　 　　（富士北麓浄化センター）
⑧9/15               富士ふれあいの村まつり　　　　　（富士ふれあいセンター）
⑨10/5              くるみまつり　　　　　　　　 　　（くるみ福祉作業所）
　 ⑩10/19              山中湖村ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ祭　　　　　　　　（山中湖村役場）
⑪10/26　　　　　　　ヨハネ祭　　　　　　　　　　　　（富士聖ヨハネ学園）
⑫11/12　　　　　　　市民会館販売･映画鑑賞（はまなしの会主催）　（市民会館）
⑬11/28               西桂福祉健康まつり　　　　     　      (西桂中学校体育館)
５.　その他のサービス内容報告　　　　　　　　　　　

①生活支援

　・新型インフルエンザやノロウイルス等感染症予防のために、手洗いの仕方を実践指導し、その後も生活習慣を身につける支援として、手洗いの励行やうがいなどの声掛けを実施。　　
②創作・芸術活動

・生活介護を中心に富士ふれあいセンターでの陶芸教室、絵手紙教室,クラフト教室などに約月1回参加した。
・園内では、手先を使って紙ちぎりをして貼り絵、絵描き、カレンダー作り、ＣＤを聴くなどの創作活動を実施している。
③視野を広める施設見学・体験学習
　　・さくらまつりを利用者、家族、スタッフが参加しておこなった。
　　・５月と９月に家族会協力のもとけやき園駐車場にてバーべキュウを実施。
　　・8/11に24時間ﾃﾚﾋﾞ「愛は地球を救う」募金活動に協力してマックスバリューで募金活動を行った。

　　・生活介護グループについては特に月１回程度順番で少人数での外出体験を実施している。
　　・11/21に富士宮の障害福祉事業所を見学後、まかいの牧場へ行き県外研修。　
・1/5には小室浅間神社に初詣に行ったり、書き初め、かるた、百人一首での坊主めくりなどを体験して楽しんだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　④体を動かす活動、運動

　　　・毎朝全員でラジオ体操をしている。
　　　・散歩は特に生活介護の利用者で適宜取り入れて気分転換を図っている。
　　　・昼休みはダンスの練習や散歩などを実施している。
　　・3/6に富士ふれあいセンターでの３Ｂ体操に参加して肩こりしやすい利用者が体験をした。
④就労活動・職場実習
　　・就労グループを中心にパソコン教室に月１回参加している。
　　　・就労学習会を月1～２回実施して、履歴書の書き方の練習をしたり、マナーの学習をしている。
　　　・ハローワークに利用者さんと行って、適時、就労活動を実施している。
6．利用者工賃
就労継続支援Ｂ型
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事業所名

サービス

の種類

工賃

形態



利用者数

H27.3.31現在

工賃支払い

総額（円）



Ｂ

平均

月額

Ｂ÷Ａ

＝Ｃ

各月の工賃支払対象者数（人）


	1人あたり平均工賃（ボーナス除）
	7,574円
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　ボーナス含

	月の最高工賃額（ボーナス除）
	23,800円
	

	ボーナス最高支給額（年間）
	110,000円
	

	合計出勤数
	平均利用率
	合計月工賃
	合計ボーナス
	支給総額

	3895日
	67.2％
	1,658,700円
	1,7,872,000円
	3,445,700円


生活介護
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けやき園 8 6月給 5 5 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 66 329,000 4,985

各月の工賃支払対象者数（人）

工賃支払い

総額（円）



Ｂ

平均

月額

Ｂ÷Ａ

＝Ｃ

事業所名

サービス

の種類

利用者数

H27.3.31現在

工賃

形態


	1人あたり平均工賃（ボーナス除）
	2,973円
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　ボーナス含

	月の最高工賃額（ボーナス除）
	3,500円
	

	ボーナス最高支給額（年間）
	24,000円
	

	合計出勤数
	平均利用率
	合計月工賃
	合計ボーナス
	支給総額

	1,219日
	60.5％
	196,200円
	132,800円

	329,000円


就労移行支援
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各月の工賃支払対象者数（人）

工賃支払い

総額（円）



Ｂ

平均

月額

Ｂ÷Ａ

＝Ｃ

事業所名

サービス

の種類

利用者数

H27.3.31現在

工賃

形態


	1人あたり平均工賃（ボーナス除）
	8,122円
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　ボーナス含

	月の最高工賃額（ボーナス除）
	20,400円
	

	ボーナス最高支給額（年間）
	110,000円
	

	合計出勤数
	平均利用率
	合計月工賃
	合計ボーナス
	支給総額

	946日
	50％
	438,600円
	433,000円
	871,600円


けやき園就労支援事業収益（単位：円）
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7．保健・衛生関係

	嘱託医診察
	毎月１回、生活介護利用者を中心に受診

	感染症予防
	手洗い・うがいの励行・絵や写真提示また実践指導・アルコール消毒及び塩素系消毒など

	衛生管理点検表
	パン作業室・厨房・みそ作業室の衛生管理表を毎日記入

	食品衛生検査実施

	平成２６年６月１６日：弁当（細菌数　陰性）

平成２６年１１月２０日：菓子類（大腸菌・黄色ブドウ菌陰性）

平成２７年３月４日：けやきみそ（ダニなし）

	食品営業従事者の検便の実施
	パンや調理、味噌のスタッフ担当と障害利用者の合計20名が実施し陰性であった。

（富士東部地区食品衛生協会１検体500円）

	健康診断の実施
	平成27年2月24日に希望利用者とスタッフの健康診断をけやき園にて実施。山梨県健康管理事業団に来ていただいて行った。


8．消防・防災関係
	消防計画届出
	平成２５年８月２１日：富士吉田消防署へ消防計画書作成・提出

	地震防災応急計画届出
	平成２５年８月２１日：富士吉田消防署へ地震防災応急計画書作成・提出

	消防用設備等点検
	平成２６年６月２日：点検結果　判定　正常
平成２６年１２月５日：消火器具点検結果　判定　正常

	避難訓練実施
	平成２６年１２月１０日：消火・避難・通報訓練

	災害予防自主点検実施
	平成２５年９月３０日、平成２５年３月３０日：点検者・里吉清

	防災管理者：里吉清　　　　　　　管理権限者：井出至彦

	消防・防災関係委託業者：ニッセー防災株式会社　


9．職員研修

	5月28日
	講演「精神保健の現状と法改正について

	6月6日
	発達障害を理解しよう（天野･渡辺洋)

	9月8日
	福祉サービス苦情解決事業研修会（里吉）

	10月3日
	富士･東部圏域発達障害者支援検討会議（天野）

	11月4日
	富士･東部圏域発達障害者支援検討会議（天野）

	11月5日
	地域療育等支援事業地域啓発研修（渡辺由･天野･坂本）

	11月18日
	福祉施設のための「リスクマネジメント研修会」（大森）

	11月25日
	医療観察制度富士･東部保健福祉事務所管内地域連絡協議会（渡辺由・天野）

	12月8日
	山梨障害者就農促進協議会設立セミナー（井出至）

	12月10日
	みんなでつなぐ重症心身障がい児（重症児）へのかかわり（天野）

	12月15日
	富士･東部圏域発達障害者支援検討会議（天野）

	1月28日
	福祉の現場　定着支援セミナー（里吉）

	2月26日
	精神障害者社会適応訓練事業研修会（天野･坂本）

	2月17･18日3月3日
	障害者居宅介護従事者等現任研修（有野･天野）

	3月12日
	地域リハビリテーション研修･地域での暮らしをより良いものに（有野）

	3月20日
	東部圏域山梨県精神障害者地域移行支援事業富士･地域体制整備連絡会議（天野）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	


10．地域団体
	富士吉田市ボランティア協会
	けやき園まつりへの出店、会員となっている。

	命の大国ネットワーク
	4月～9月まで土曜日に下吉田駅でフリ－マ－ケットが開催され、２５年度までは出店していたが晩売が低調なので２６年度は出店しなかった。２７年度は出店依頼があるが検討中。

	ひつじの会（保護者連絡会）
	毎月第２土曜日　参加施設持ち回りで会場の貸出

	
	

	


　
Ⅱ．障害者相談支援事業報告

	対象者
	身体障害者・知的障害者・精神障害者・発達障害者・高次機能障害者・障害児等

	相談方法

　

	家庭訪問・同行訪問・来所相談・電話相談・個別支援会議（ケア会議）
関係機関コーディネート



	相談内容

	・福祉のサービスの利用に関する支援・障害や病状の理解に関する支援・健康や医療に関する支援・不安の解消、情緒安定に関する支援、家族関係、人間関係に関する支援、家計、経済に関する支援、生活技術に関する支援、就労に関する支援、権利擁護に関する支援など

	営業時間


	利用時間：午前9時から午後6時まで。

営業日：月曜日から日曜日　　休業日：12月28日から1月3日

	スタッフ


	委託相談：（相談員）・天野貴美　・増田弥生　・渡辺由志美
指定相談支援：（相談支援専門員）・天野貴美　･渡辺由志美

	その他


	・平成25年9月より月1回事例検討会参加。
・官民による支援プロジェクト参加。

	指定特定・指定障害児相談
	市事業指定：平成２４年５月１日～平成30年4月30日
平成26年度はけやき園利用者全員と、外部10件ついて、サービス計画作成や調整会議､モニタリングなどを実施した。

	地域相談支援(地域移行・地域定着支援)
	平成25年2月に書類を提出し平成25年4月1日より指定

	


　　
　　

Ⅲ　地域生活支援事業
	日中一時支援事業
	平成２６年４月１日：富士吉田市・富士河口湖町・西桂町・山中湖村・忍野村・鳴沢村・都留市の市町村と委託契約（１年間）を締結。毎月、実績報告を実施。支援の実績を市町村に報告。9:00~18:00土日や祝日を含めて毎日実施。８月13日から8月17日は盆休み。12月28日から1月3日は年末年始で休み。定員7名。

	利用者数
	延利用者数　２３５７人（開所日　３４８日　、１日平均利用者　６．８人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	支援内容


	散歩・ビデオ観賞・絵本・おもちゃ・料理教室・電車を見に行くなど

支援学校高等部の利用者は、本人の希望により、作業体験に参加した。

	評価


	体調の変化などから当日キャンセルの電話があったり、親御さんの仕事の都合で急きょ日中一時の依頼があったりする。定員に余裕のある時は受けている。
　けやき園が休みの時は親御さんの仕事の都合で1人で留守番できにくい生活介護の通所者が、日中一時を多く利用する傾向にある。

	課題


	安全にしかも障害児、障害者に応じた対応や興味に即した活動などを提供していく。日中一時事業へのニーズは高い。また、送迎のニーズに対しては27年度より福祉有償運送でのサービス提供予定。
　あさ8：00からのニーズが多い。職員の配置など対応を検討中。


	

	名称
	地域活動支援センターけやきハウス

（平成２２年４月１日から富士吉田市から委託契約）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	定員

登録者数
	１０名　　　開所２４９日　　１日平均　10.2名参加
登録人数　　２２名

	対象者
	精神障害者・知的障害者・身体障害者

	支援内容

（強化事業）
	受託作業、農作業、ミーテｲング、料理教室、地域の行事に出店参加、地域に参加しての余暇活動、就労支援、相談など。
家庭訪問、通院支援、買い物支援、障害に応じた研修会に同行参加

	評価


	・自宅や病院以外の居場所として、障害者の方の拠り所となることができた。
・就労している障害者にとっては仕事終了後や休みの日に来所して、情報収集､仲間作りの場になっている。
・朝夕のミーティングにより円滑に活動できた。
・困ったことや悩み事に対して、身近で適時に相談にのることができた。
・医療や市町村との連携により障害者の安定に寄与している。
・受託作業や出店販売により多少の工賃を払うことができた。（1000円～10000円/年）
・11/25｢東京スカイツリー｣に県外研修に行き視野を広げることができた。

・歳末たすけあいの山梨県共同募金会からイベント用ブルゾン、丸いす、テーブルを寄贈され、障害当事者に利用されている。

	課題


	・きめ細かな支援により精神障害当事者の安定を図る。
・ミーティングの充実によりエンパワメントを図り、相互のピアカウンセリング力をつけていく。
・利用者の作業意欲は高く今後も受託作業や出店販売などに力を入れていく。
・一時利用者が増えすぎて新規登録は見送っていたが、職員、利用者共々なれてきたので新規登録も考えていく。


Ⅳ　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑしら糸
H22.1.1認可

	名称　
	ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑしら糸

	住所
	富士吉田市上暮地５－２－２４

	電話
	０５５５－２４－２０１４

	定員
	男性　４名、個室４部屋

	対象種別
	精神障害者・知的障害者

	職員体制
	管理者１名（常勤・兼務）、サービス管理責任者１名（常勤・兼務）

世話人３名（常勤１名・パート１名）

	冷暖房
	共用居間はエアコン、石油ストーブ、個室はこたつや電気ストーブ使用

	消防設備
	誘導灯、消火器、火災報知機、防災についてはセコムと契約してある

	協力病院
	幸町歯科、富士吉田市立病院

	・１人１万円の部屋代補助が県から利用者さんに出されており、利用者さんは家賃,食費,光熱費など
合計月３４,０００円ほどである。
・防災訓練には、障害利用者も仕事が休みで出られる人は参加して地域の方と一緒にしている。
・お盆や年末年始にも実家に帰る利用者はいないため、世話人は３６５日の食事作りが必要であり負担が大きい。


Ⅴ、　福祉有償運送

	・平成２４年５月１７日認可
登録者数　22名
運送回数　234回

走行距離　759ｋｍ
運送収入　167,500円
登録車両は4台。
課題：登録者は増えているが減収である。一人で多くの回数を使ってくれた利用者が減ったわりに増えた登録者も市外の方が多く走行距離は伸びているため、福祉有償運転を行う特定の職員に負担がかかりがちである。



必要経費





昨年度比





惣菜調理





3,396,447





120%





食材生産





897,801








86%





販売事業





31,522





84%





一般事業





34,085





103%





合　　計





4,359,855





109%





62,830








31,308





1,101,934





9,188,079





48,428,224





1,067,849





総収入





収支差額





6,389,265





736,249





2,992,818





1,634,050








8

